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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成20年8月7日(2008.8.7)

【公開番号】特開2007-94925(P2007-94925A)
【公開日】平成19年4月12日(2007.4.12)
【年通号数】公開・登録公報2007-014
【出願番号】特願2005-285845(P2005-285845)
【国際特許分類】
   Ｇ０８Ｂ  25/04     (2006.01)
   Ｈ０４Ｍ  11/04     (2006.01)
   Ｈ０４Ｈ  60/13     (2008.01)
   Ｈ０４Ｈ  60/80     (2008.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０８Ｂ  25/04    　　　Ｈ
   Ｈ０４Ｍ  11/04    　　　　
   Ｈ０４Ｈ   1/00    ６１１　
   Ｈ０４Ｈ   1/00    ６７５　

【手続補正書】
【提出日】平成20年6月20日(2008.6.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サーバとの接続時、災害発生時に当該機器が実行する所定の動作を示す災害動作情報を
保持する外部サーバに関する情報を送信する外部サーバ情報送信部を含むことを特徴とす
るクライアント機器。
【請求項２】
　災害発生時に当該機器が実行する所定の動作を示す災害動作情報を記憶する災害動作情
報記憶部と、
　災害到達予測情報を受信する災害到達予測情報受信部と、
　災害到達予測情報を受信した際に、前記災害動作情報記憶部が保持している災害動作情
報に基づいた制御を実行する制御部を
さらに含むことを特徴とする請求項１に記載のクライアント機器。
【請求項３】
　前記災害動作情報は、災害の大きさを示す災害レベルが付加されており、災害レベルと
災害動作内容が対応付けられていることを特徴とする請求項１あるいは２のいずれかに記
載のクライアント機器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】クライアント機器
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　請求項１の発明は、サーバとの接続時、災害発生時に当該機器が実行する所定の動作を
示す災害動作情報を保持する外部サーバに関する情報を送信する外部サーバ情報送信部を
含むことを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　請求項２の発明は、請求項１に記載のクライアント機器であって、災害発生時に当該機
器が実行する所定の動作を示す災害動作情報を記憶する災害動作情報記憶部と、災害到達
予測情報を受信する災害到達予測情報受信部と、災害到達予測情報を受信した際に、前記
災害動作情報記憶部が保持している災害動作情報に基づいた制御を実行する制御部をさら
に含むことを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
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